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                              平成 15 年 1月 30 日 
キヤノン株式会社 

 

 会社の分割による福島工場の分社化のお知らせ 

 
当社は平成 14 年 10 月 29 日に、会社分割制度を利用して福島工場を分社化する方
針についてお知らせいたしました。その後、分割の方法、分割後の体制等につき検討
を重ねてまいりました結果、平成 15 年 1 月 30 日開催の当社取締役会において、平成
15 年 4 月 1 日をもって下記のとおり福島キヤノン株式会社（新設会社）に福島工場の
事業を承継することを決定いたしましたので、お知らせいたします。 

 
 

記 
１． 会社分割の目的 
 
   このたびの分割は福島工場をバブルジェットプリンタ事業における「高付加価

値型量産拠点」として独立させ、経営体質を強化することを目的としておりま
す。独立会社となることで経営の意思決定の迅速化を図ると共に、コスト競争
力の高い、地域に根ざした優良企業として、キヤノングループの新たな一翼を
担わせる所存です。 

 
２． 会社分割の要旨 
 
（１）分割の日程 

分割計画書承認取締役会         平成 15 年 1 月 30 日 
分割期日                       平成 15 年 4 月  1 日 
分割登記                       平成 15 年 4 月  1 日 

（２）分割方式 
① 分割方式 

当社を分割会社とし、「福島キヤノン株式会社」を新設会社とする分社型
の新設分割（簡易分割）であります。 

② 当分割方式を採用した理由 
福島工場は当社の重要な事業の中核工場であり、現在の機能、役割を維持
しつつ、より機動的な工場経営を行わせるために、分社型の新設分割によ
り当社の完全子会社とする方法を採用いたしました。 
 

（３）株式の割当 
新設会社が分割に際して発行する株式は、普通株式 1,600 株であり、その
全株式を当社に割り当てることといたします。 
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（４）分割交付金 
     分割交付金はありません。 
（５）承継会社が承継する権利義務 

          当社福島工場のバブルジェットプリンタならびにその関連製品製造事業に
係る権利義務を承継します。 

（６）債務履行の見込み 
     本分割において当社および新設会社が負担すべき債務については、履行の見

込みに問題はないと判断しております。 
（７）新設会社に就任する役員 

取締役   和泉 武（現 当社福島工場長） 
宮川 修（現 当社福島工場副工場長） 
深澤秀樹（現 当社福島工場副工場長） 

                  穐山和博（現 当社福島工場総務部長） 
         髙橋輝臣（現 当社取締役ｉプリンタ事業本部長） 
         今飯田滋（現 当社生産本部生産技術センター所長） 
         監査役   天野恭嗣（現 当社経理本部経営管理部長）                     
 
３． 分割当事会社の概要 
 
（１）分割会社 

① 商号              キヤノン株式会社 
② 事業内容          各種光学機器、音響・電気・電子機器、精密機器、 

医療用機器等の製造販売。ソフトウエアの作成販売。 
電気通信、情報処理、情報提供等の情報サービス 

③ 設立年月日        昭和 12 年 8 月 10 日 
④ 本店所在地        東京都大田区下丸子三丁目 30 番 2 号 
⑤ 代表者            代表取締役社長 御手洗 冨士夫 
⑥ 資本金            167,242 百万円       (平成 14 年 12 月末現在) 
⑦ 発行済株式総数    879,136,244 株      （平成 14 年 12 月末現在） 
⑧ 株主資本          1,235,309 百万円     (平成 14 年 12 月末現在) 
⑨ 総資産            1,848,136 百万円     (平成 14 年 12 月末現在） 
⑩ 決算期            12 月 31 日 
⑪ 従業員の数        19,741 名 (平成 14 年 12 月末現在） 
⑫ 主要取引先 

≪販売先≫   Canon U.S.A.,Inc.、Canon Europa N.V.、キヤノン販売（株） 
≪仕入先≫   大分キヤノン（株）、Canon Hi-Tech(Thailand) Ltd.、  

キヤノン化成（株） 
⑬ 大株主および     第一生命保険相互会社            6.72% 
持株比率      日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行㈱（信託口）       5.51%     
                 日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行㈱（信託口）            5.24% 
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⑭主要取引銀行    （株）みずほコーポレート銀行、（株）三井住友銀行、 

（株）東京三菱銀行 
⑮最近 3決算期の業績                     （単位：百万円） 

 平成 12年 12 月期 平成 13年 12 月期 平成 14年 12 月期 

売上高       1,684,209       1,707,459       1,789,005 
営業利益         178,762         193,389         237,193 
経常利益         155,947         211,127         240,982 
当期純利益          88,414          39,163         144,184 
１株当たり 

当期純利益（円） 

         101.32 
 

          44.71          164.46 

１株当たり 

配当金（円） 

          21.00 
 

          25.00            30.00 

１株当たり 

株主資本（円） 

     1,251.31 
 

       1,276.45        1,407.34 

 
（２）承継会社（新設会社） 

① 商号            福島キヤノン株式会社 
② 事業内容        バブルジェットプリンタならびにその関連製品の製造 
③ 設立年月日      平成 15 年 4 月 1 日 
④ 本店所在地     福島県福島市佐倉下字二本榎 2番地 
⑤ 代表者          代表取締役社長 和泉 武 
⑥ 資本金       80,000,000 円 
⑦ 発行済株式総数  1,600 株 
⑧ 決算期      12 月 31 日 
⑨ 従業員数       1,330 名程度 
⑩ 大株主および 

         持株比率        キヤノン株式会社  100% 
（３）当事会社の関係 

≪資本関係≫    新設会社は分割会社の完全子会社となります。 
≪人的関係≫    新設会社の従業員は全て分割会社からの転籍となります。 
≪取引関係≫    新設会社の主要取引先(販売先)は分割会社となります。 
 

４． 分割する事業部門の内容 
 
（１）福島工場の事業内容  バブルジェットプリンタならびにその関連製品の製造        
（２）福島工場の平成 14 年 12 月期における経営成績        （単位：百万円） 

 福島工場 当社の実績 比率 
売上高 （生産高）84,577 1,789,005 4.73% 
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（３）承継資産、負債の項目および金額（平成 14 年 12 月 31 日現在） 
（単位：百万円） 

資産 負債 

項目 金額 項目 金額 

流動資産 6,277 流動負債 41 

固定資産 7,074 固定負債 11,377 

合計 13,351 合計 11,418 

 
５． 分割後の当社状況 
 
（１）商号         キヤノン株式会社 
（２）事業内容     各種光学機器、音響・電気・電子機器、精密機器、医療用 

機器等の製造販売。ソフトウエアの作成販売。電気通信、 

情報処理、情報提供等の情報サービス 
（３）本店所在地   東京都大田区下丸子三丁目 30 番 2 号 
（４）代表者       代表取締役社長 御手洗 冨士夫 
（５）資本金       167,242 百万円 
（６）総資産       1,836,718 百万円 
（７）決算期    12 月 31 日 
（８）業績に与える影響 
 ①分割後の業績見通し            （単位：百万円） 

 平成 15 年 12 月期 

売上高 1,920,000 
経常利益 255,000 
当期純利益 154,000 

    (注)会社分割による影響見込み額は業績見通しにおり込んでありますが 
       軽微なため記載を省略しております。 
 

  ②分割後の連結業績見通し        （単位：百万円） 
 平成 15 年 12 月期 
売上高 3,120,000 

税引前純利益 350,000 
当期純利益 205,000 

   （注）新設会社は 100%子会社のため連結業績に与える影響はありません。 
 

以上 
 


